
令
和
２
年
1
0
月
3
1
日
発
行

令
和
２
年
1
0
月
3
1
日
発
行

【
特

集
】

【
特

集
】

毎
週
日
曜
日
・
地
産
地
消
で
町
お
こ
し

毎
週
日
曜
日
・
地
産
地
消
で
町
お
こ
し

人
情
味
あ
ふ
れ
る
「
け
や
き
台
朝
市
」

人
情
味
あ
ふ
れ
る
「
け
や
き
台
朝
市
」

基
山
町
議
会

検
索

N
o
.7
5

N
o
.7
5

町
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
町

議
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
ttp

s://w
w
w
.to

w
n
.kiya

m
a
.

h
ttp

s://w
w
w
.to

w
n
.kiya

m
a
.

lg
.jp

/g
ika

i/
lg
.jp

/g
ika

i/

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

９
月
議
会

●



令和２年９月議会 2

人情味あふれる「けやき台朝市」

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
朝
市

基
山
町
の
皆
さ
ん
は
︑
毎
週
日
曜
日
の
朝
８
時
に
︑
け

や
き
台
駅
近
く
の
公
園
が
朝
市
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
︒

少
雨
決
行
︒
新
鮮
な
野
菜
︑
お
魚
︑
お
茶
や
草
餅
︑
食

パ
ン
か
ら
石
鹸
ま
で
︑
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
軽
ト
ラ
に
載

せ
て
生
産
者
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
︒

月
に
２
回
の
原
田
の
タ
マ
ゴ
販
売
︑
年
に
３
回
の
感
謝

祭
︑
年
末
に
は
︑
ぜ
ん
ざ
い
も
振
る
舞
わ
れ
ま
す
︒
生
産

者
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
が
ま
た
楽
し
い
︒

地
域
と
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
︒

おいしい「原田のタマゴ」

新鮮な魚以外に豆腐や厚揚げ、お総菜も

焼きたてのパンは朝の食卓へ

手塩にかけた農産物

添加物なしのアロマ石鹸とクリーム

タマゴうまいよ〜

毎週来てください

自然派の皆さん
気になったら寄って
くださいね〜

佐賀牛カレーパン
お勧めです
おいしいよ
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毎週日曜日・地産地消で町おこし

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
23
年
４
月
︑
基
山
町
け
や
き
台

﹁
猪
ノ
浦
児
童
公
園
﹂
で
始
ま
っ
た
け
や

き
台
朝
市
は
︑
平
成
24
年
の
実
行
委
員

会
設
立
を
経
て
︑
10
年
目
を
迎
え
た
︒

こ
の
朝
市
は
︑
町
や
地
区
区
長
︑
生

産
者
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
熱
い

思
い
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
続

け
ら
れ
て
い
る
︒

感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
︑
出
店
場
所
の
準

備
や
後
片
付
け
も
全
て
自
前
︑
そ
の
分
︑

住
民
の
方
々
に
安
さ
と
潤
い
を
還
元
し

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

基
山
町
は
︑
平
成
23
年
に
﹁
基
山
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
を
制
定
し
︑

公
共
的
な
取
り
組
み
に
も
町
民
が
主
体

と
な
る
自
治
の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
︒

生
産
者
の
高
齢
化
︑
資
金
調
達
等
︑

継
続
へ
の
試
行
錯
誤
は
続
く
が
︑
委
員

会
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
難
題
に
も
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
る
︒

議
会
と
し
て
も
︑
頑
張
る
皆
さ
ん
を

応
援
し
続
け
た
い
︒

新
鮮
野
菜
を
お
届
け

け
や
き
台
朝
市
は
︑
平
成
24
年
８
月

に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
︒

目
的
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
買
い
物
支

援
と
地
産
地
消
に
よ
る
新
鮮
な
野
菜
等

を
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と

で
す
︒

当
初
︑
町
内
外
か
ら
23
店
舗
の
協
力

を
得
て
︑
多
種
多
様
な
品
物
が
出
店
さ

れ
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
年
数
の
経
過
と

と
も
に
来
客
︑
出
店
者
の
減
少
と
い
う

困
難
な
状
況
を
迎
え
︑
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
と
も
に
協
議
を
重
ね
︑
原
田

の
タ
マ
ゴ
販
売
︑
駐
車
場
の
確
保
︑
感
謝

祭
︑
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
抽
選
会
等
︑
各
種
の

提
案
を
取
り
入
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
︒こ

れ
か
ら
も
︑
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
︑
ま
た
︑

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
︒

特
集

運営する元気な皆さん（平成28年） 実行委員会に参加する生産者

元15区区長

茂 木 清三郎 氏

おいしい野菜
新鮮です

買いに来てください
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第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

若
基
小
学
校
校
舎
大
規
模
改

造
工
事
︵
ト
イ
レ
︶

９
４
６
０
万
円

問

こ
の
事
業
は
予
算
の
繰

り
越
し
で
、
年
度
末
ま

で
期
間
が
短
い
。
今
年
度
中
に

完
成
す
る
か
。

答

休
み
時
間
に
児
童
の
ト

イ
レ
使
用
が
混
雑
し
な

い
よ
う
配
慮
し
た
細
か
な
工
程

を
組
ん
で
︑
複
数
箇
所
同
時
に

施
工
す
る
︒

問

体
育
館
や
屋
外
ト
イ
レ

も
一
緒
に
洋
式
に
改
修

で
き
な
い
か
。

答

今
回
は
国
の
補
助
金
を

利
用
し
て
い
る
︒
体
育

館
な
ど
は
次
回
検
討
す
る
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

武
道
場
空
調
設
備
設
置
工
事

４
７
０
０
万
円

問

武
道
場
は
一
部
の
人
の

利
用
だ
け
で
使
用
頻
度

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

佐
賀
県
開
催
の
全
国
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
使
用
す

る
︒
常
時
︑
柔
道
・
剣
道
の
ほ

か
太
極
拳
・
ペ
タ
ン
ク
・
ダ
ン

ス
な
ど
も
使
用
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

避
難
場
所
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
も
あ
る
︒

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
事
業

２
３
２
万
円

問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
中
止
さ

れ
て
い
る
。
今
多
く
の
町
民
を

集
め
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
を

危
惧
す
る
が
、
ど
う
か
。

答

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
町
民

に
元
気
を
与
え
︑
町
の

活
気
を
図
り
た
い
︒
感
染
症
対

策
を
十
分
に
行
い
︑
委
託
業
者

と
計
画
を
進
め
て
い
く
︒

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業２

０
８
万
円

問

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
教
職

員
の
多
忙
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
学

校
で
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
う

の
か
。
ま
た
、
各
校
何
人
配
置

さ
れ
る
か
。

答

教
職
員
の
本
来
業
務
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ

う
︑
放
課
後
等
の
消
毒
業
務
な

ど
を
行
う
︒
各
校
２
人
ず
つ
配

置
す
る
︒

提
案

次
年
度
か
ら
も
継
続
事

業
と
し
て
行
う
こ
と
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

待ち遠しい 若基小学校の洋式トイレ化へ待ち遠しい 若基小学校の洋式トイレ化へ

所
管
事
務
調
査

町
立
図
書
館
の
運
用
と

課
題
に
つ
い
て

入
館
時
の
サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
の
導
入
︑
マ
ス
ク
の
着
用
︑

受
付
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

の
設
置
や
返
却
本
の
消
毒
な

ど
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
行
っ
て
い
る
︒

今
年
は
中
止
し
た
行
事
も

あ
る
が
︑
｢竹
あ
か
り
ナ
イ
ト
｣︑

｢大
人
の
た
め
の
映
写
会
﹂︑

﹁
お
話
会
﹂
な
ど
年
間
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
︒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
﹁
手

を
つ
な
ご
う
図
書
館
の
会
﹂

は
旧
図
書
館
時
代
か
ら
継
続

し
て
活
動
し
て
お
り
︑
今
後

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
町
民

に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
づ
く

り
と
蔵
書
の
充
実
等
に
さ
ら

に
努
め
る
よ
う
提
案
し
た
︒

若基小学校運動会

サーマルカメラ導入

武道場での剣道の稽古



令和２年９月議会5

ジビエ処理施設のイノシシ処理頭数を増やせジビエ処理施設のイノシシ処理頭数を増やせ

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
指
定

管
理
料

１
０
０
０
万
円

︵
令
和
３
年
度
よ
り
５
年
間
︶

問

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設

の
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
頭

数
が
当
初
目
標
に
届
い
て
い
な

い
。
課
題
は
何
か
。

答

体
重
20
㎏
以
下
の
受
付

は
し
て
い
な
い
し
︑
土

日
は
稼
働
し
て
い
な
い
︒
今
後

も
処
理
数
増
に
努
め
る
︒

提
案

町
内
の
狩
猟
者
に
広
く

搬
入
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
処
理
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
の

販
売
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、

土
日
の
受
付
や
販
売
拡
大
策
を

指
定
管
理
者
と
一
緒
に
検
討
す

る
こ
と
。

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業

２
６
４
万
円

問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延

や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
予
防
接
種
の
助
成
拡
大
が

重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
事

業
な
の
か
。
優
先
順
位
や
町
民

へ
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答

中
学
生
ま
で
の
助
成
を

18
歳
ま
で
に
拡
大
し
︑

３
５
０
０
円
程
度
か
か
る
費
用

の
助
成
を
１
５
０
０
円
か
ら
２

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
︒
優

先
順
位
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
︑
次
が
医
療
従
事
者
︑
妊
婦
︑

乳
幼
児
等
に
な
っ
て
い
る
︒
19

歳
以
上
︑
65
歳
未
満
の
人
は
基

本
助
成
対
象
外
で
あ
る
︒
広
報

き
や
ま
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
回

覧
等
で
周
知
し
て
い
く
︒

修
繕
料
︵
無
料
職
業
紹
介
所

移
設
︶

２
６
７
万
円

問

現
在
庁
舎
１
階
玄
関
横

に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
を
３
階
に
移
し
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
に
職
業
紹
介
所
を
移
す

と
の
こ
と
だ
が
、
移
設
に
つ
い

て
庁
内
で
議
論
さ
れ
た
の
か
。

答

庁
内
会
議
で
議
論
し
︑

効
率
よ
く
機
能
さ
せ
る

に
は
１
階
が
適
切
で
あ
る
と
の

結
論
に
な
っ
た
︒

提
案

求
職
者
の
心
情
に
寄
り

添
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
十
分

に
保
た
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
。

所
管
事
務
調
査

町
道
三
国
・
丸
林
線
道
路
改
良

白
坂
久
保
田
２
号
線
が
︑

け
や
き
台
を
通
り
抜
け
︑
三

国
・
丸
林
線
に
つ
な
が
っ
た
︒

既
に
高
速
道
路
下
ボ
ッ
ク
ス

内
は
工
事
中
︒
工
事
予
定
の

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
︑
国
道
３

号
線
ま
で
の
視
察
を
行
っ

た
︒
こ
の
道
路
は
他
県
ナ
ン

バ
ー
の
車
も
多
い
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
福

岡
県
近
隣
市
町
と
情
報
交
換

し
安
全
対
策
を
共
有
す
る
よ

う
提
案
し
た
︒
な
お
︑
道
路

改
良
工
事
の
完
成
予
定
は
令

和
５
年
度
末
で
あ
る
︒

病気に負けない元気な子

現在の情報公開コーナーへ移設予定

基山PA横の町道三国・丸林線
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ここをチェック！

〇新生児特別定額給付金事業：705万円
令和２年４月28日以降に生まれた子供１人につき５万円支給
来年度以降も新生児に５万円支給を確約

〇高校生の受診支援事業：249万円
町内在住の高校生の通院時医療費を令和３年１月から助成

〇生活再建緊急支援事業：8608万円
低所得者や経済的支援を要する世帯に対して、支援を行う

〇中小企業者事業継続緊急支援事業：4300万円
売上げが減少した町内中小企業者の事業継続支援を行う

７月22日第３回臨時会 ３億2921万円追加 総額97億8242万円

新型コロナ対策の議会提案で、新生児に５万円支給

主な事業

〇カーブミラー、転落防止柵設置および修繕事業：176万円
カーブミラー４カ所、転落防止柵１カ所 修繕
カーブミラー６カ所 新設

〇大規模盛土造成地変動予測調査業務委託：1099万円
災害を未然に防止するため、町内の盛土による造成箇所を点検
し、被害の軽減につなげていくことが期待できる

〇７月豪雨林道災害復旧工事：１億1933万円
土砂等撤去・林道災害復旧工事

９月議会一般会計補正予算３億6005万円追加、総額101億4248万円

主な事業

各区からの要望をもとに修繕・新設

私ももらえるの？ありがとう！

カーブミラー設置で、より安全に

佐賀県内10町の中で基山町は財政調整基金が4億3800万円と最低で
あり、計画的に積み立てること
ふるさと応援寄附基金は重要な財源であり、ふるさと納税制度を拡充
すること

財政調整基金を計画的に積み立てること！

財政調整基金とは：自治体の財源不足や緊急の支出に備えて積み立てておく基金

議会
提案
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全議案および賛否表全議案および賛否表

議案番号 議 案 名

議案32 令和２年度一般会計補正予算（第３号）

令和２年 第3回臨時会（7月22日）

令和２年 第3回定例会（9月7日∼25日）

全会一致で可決・同意・認定した議案

議案番号 議 案 名

同意15 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

議案33 若基小学校校舎大規模改造工事（トイレ）請負契約について

議案34 令和元年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案35 令和２年度一般会計補正予算（第４号）

議案36 令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案37 令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案38 令和２年度下水道事業会計補正予算（第２号）

認定１ 令和元年度一般会計歳入歳出決算の認定について

認定４ 令和元年度下水道事業会計決算の認定について

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

重

松

一

徳

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

松

石

信

男

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

議案
番号

議 案 名

令和２年 第３回定例会（９月７日∼９月25日）

認定２
令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定３
令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について

賛否が分かれた議案 ○賛成 ×反対 議長は採決に加わりません

基山町教育委員会委員の任命に同意

田
た

口
ぐち

英
ひで

信
のぶ

氏（小倉）62歳

基山町教育委員会委員の任期満了に伴い、引き続き

令和２年10月14日から令和６年10月13日まで任命
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一般質問11人が 町 政 を問う11人が 町 政 を問う

の
か
。

答

火
葬
炉
は
建
物
で
は
な
く
︑
付
属

の
設
備
で
評
価
外
で
あ
る
︒
常
に
安
全

に
使
え
る
状
態
が
前
提
で
あ
る
︒

問

広
域
、
新
築
移
転
、
現
地
建
て
替

え
等
、
こ
の
計
画
は
長
い
時
間
を
要
す

る
。
今
後
の
葬
祭
公
園
の
﹁
み
ら
い
﹂

を
、
町
民
に
い
つ
示
す
の
か
。

答

現
段
階
で
い
つ
と
は
言
え
な
い
︒

計
画
に
沿
っ
て
長
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
の
が
基
本
軸
だ
が
︑
今
後
も
継
続
し

て
現
況
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
と
検
討

を
続
け
て
い
き
た
い
︒

問

基
山
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
お
け
る
葬
祭
公
園
建
て
替
え
等
の

優
先
順
位
は
。

答

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
︑
築
60

年
ま
で
︒
今
後
︑
18
年
間
維
持
す
る
施

設
で
あ
る
︒

問

町
民
か
ら
の
苦
情
は
な
い
の
か
。

答

管
理
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
︑
町
民
の
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
︒

問

現
在
、
葬
祭
公
園
の
老
朽
化
は
、

町
民
会
館
、
総
合
体
育
館
等
と
同
等
の

レ
ベ
ル
扱
い
だ
が
、
本
当
に
大
丈
夫
な

の
か
。

答

経
過
年
数
に
よ
る
老
朽
化
は
進
ん

で
い
る
が
︑
古
さ
で
は
な
く
︑
評
価
で

は
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
︒

問

重
要
な
火
葬
炉
と
火
葬
炉
裏
の
施

設
が
評
価
項
目
の
中
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
。
本
当
の
現
状
を
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
な

問

基
山
葬
祭
公
園
の
﹁
み
ら
い
﹂
は

答

町
に
最
適
な
方
法
を
研
究
す
る

中

村

絵

理
議
員老朽化が激しい葬祭公園

答

森
林
は
木
材
供
給
︑
保
水
や
防
災

な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
適

正
な
手
入
れ
が
必
要
︒﹁
さ
が
の
森
林

採
光
事
業
﹂︑﹁
県
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
事
業
﹂
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

問

空
き
家
バ
ン
ク
山
林
版
構
築
を
。

答

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
︑
森

林
経
営
管
理
制
度
を
進
め
る
︒
森
林
管

理
者
の
申
し
出
に
よ
り
︑
町
へ
の
経
営

管
理
権
の
設
定
に
よ
る
委
託
が
さ
れ
た

森
林
に
つ
い
て
︑
意
欲
と
能
力
の
あ
る

森
林
経
営
者
へ
経
営
管
理
実
施
権
の
設

定
に
よ
る
再
委
託
を
行
う
︒
こ
の
制
度

は
空
き
家
バ
ン
ク
的
効
果
が
見
込
め
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
後
こ
そ
、
農
林
業
が
重
要

問

農
地
減
少
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答

農
業
振
興
上
︑
守
る
べ
き
優
良
農

地
は
今
後
も
︑
維
持
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
基
本
と
考
え
る
︒
中
山
間
地
域
の

耕
作
放
棄
対
策
と
し
て
︑
担
い
手
育
成

に
努
め
︑
農
地
集
約
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
サ
カ
キ
や
オ
リ
ー
ブ
園
の
よ
う

な
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
︑
多
面
的
な

事
業
を
通
じ
農
地
保
全
に
努
め
る
︒

問

新
型
コ
ロ
ナ
後
こ
そ
農
林
業
に
興

味
を
持
つ
人
が
増
え
る
。
役
場
職
員
の

仕
事
は
国
・
県
の
事
業
の
把
握
は
も
ち

ろ
ん
情
報
提
供
や
提
案
、
そ
し
て
寄
り

添
う
こ
と
で
あ
る
。
町
独
自
策
を
打
ち

出
せ
る
職
員
育
成
が
重
要
で
あ
る
が
。

答

農
林
業
に
精
通
し
た
職
員
の
育
成

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で

全
庁
的
に
推
進
し
て
い
く
︒
町
独
自
施

策
は
検
討
し
取
り
組
み
た
い
︒

問

町
内
の
山
林
を
放
っ
て
お
い
て
よ

い
の
か
。
林
業
従
事
者
の
育
成
を
。

問

基
山
町
の
山
林
や
林
業
を
守
れ

答

県
の
造
林
事
業
︑
森
林
環
境
税
を
活
用

末

次

明
議
員

林業従事者の育成が重要
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一般質問
QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
国
は
全
国
の
公

立
学
校
に
教
員
・
学
習
指
導
員
・
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
。

基
山
町
は
ど
う
配
置
さ
れ
る
か
。

答

教
員
は
該
当
学
年
が
な
い
︒
学
習

指
導
員
は
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
放
課

後
補
充
学
習
を
拡
充
・
増
員
し
て
行
う
︒

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
各
校

２
人
の
配
置
を
す
る
︒

医
療
と
介
護
の
一
体
的
実
施
事
業

問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
課
題
が

多
い
。
ど
う
改
善
す
る
か
。

答

来
年
４
月
か
ら
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業
が

始
ま
る
︒

問

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
見
据

え
て
学
校
も
新
し
い
生
活
様
式
を
実
施

す
る
。
学
級
編
成
基
準
が
見
直
さ
れ
た

と
き
、
基
山
小
学
校
の
教
室
不
足
は
ど

う
な
る
か
。

答

基
準
が
変
わ
り
︑
35
人
学
級
に

な
っ
て
も
現
在
の
教
室
の
ま
ま
で
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

35
人
学
級
で
は
距
離
の
確
保
は
難

し
い
。
30
人
学
級
を
想
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

国
の
答
申
で
は
︑
少
人
数
編
成
を

可
能
に
す
る
施
設
等
の
整
備
を
図
る
と

し
て
い
る
︒

問

こ
の
夏
、
学
校
現
場
で
は
デ
マ
ン

ド
値
が
越
え
な
い
よ
う
職
員
室
な
ど
エ

ア
コ
ン
の
稼
働
が
制
限
さ
れ
た
と
聞
い

た
。
年
々
暑
く
な
る
中
、
デ
マ
ン
ド
値

を
上
げ
る
な
ど
根
本
的
な
解
決
を
講
じ

て
ほ
し
い
。

答

今
年
の
夏
は
デ
マ
ン
ド
値
が
越
え

る
日
が
数
日
あ
っ
た
︒
ま
ず
児
童
生
徒

優
先
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
︒

大

山

勝

代
議
員

問

新
し
い
生
活
様
式
で
学
校
は
ど
う
な
る

答

少
人
数
の
整
備
を
図
る
と
答
申
が
で
る

の
根
幹
で
あ
り
︑﹁
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実
﹂
に
最
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
︒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
導
入
の
推
進
や
小
規
模
特
認
校

制
度
の
導
入
等
の
新
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
︒

問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
最
も
留
意
し
て

い
る
こ
と
は
。

答

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
づ
く
り

の
確
保
と
︑
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
︒

問

今
年
度
か
ら
﹁
教
育
の
基
本
方
針
﹂

が
﹁
教
育
プ
ラ
ン
﹂
に
な
っ
た
意
図
は
。

答

教
育
大
綱
を
も
と
に
︑
教
育
委
員

会
で
取
り
組
み
方
針
等
の
詳
細
な
施
策

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
︑
大
綱
と

基
本
方
針
の
ど
ち
ら
が
基
本
で
あ
る
か

を
明
確
に
す
る
た
め
﹁
教
育
プ
ラ
ン
﹂

と
改
め
る
こ
と
に
し
た
︒

問

作
成
に
あ
た
っ
て
、
配
慮
し
た

点
・
工
夫
し
た
点
は
。

答

見
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
の
思

い
が
強
か
っ
た
︒
施
策
の
担
当
課
を
記

載
し
︑
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
た
︒

問

広
く
住
民
に
対
し
て
﹁
教
育
プ
ラ

ン
﹂
を
周
知
し
て
い
く
た
め
に
、
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
の
作
成
・
配
布
を
検
討
で

き
な
い
か
。

答

今
年
度
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
︑
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
︒

問

令
和
２
年
度
の
最
重
点
項
目
の
教

育
施
策
は
何
か
。

答

確
か
な
学
び
を
行
う
こ
と
が
教
育

問

最
重
点
項
目
の
教
育
施
策
は

答

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

河

野

保

久
議
員

児童数230人に減少した若基小学校

登校前・集合場所での子どもたち
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一般質問11人が 町 政 を問う

し
て
い
る
が
︑
再
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑

広
報
き
や
ま
に
掲
載
す
る
︒

学
校
給
食
費
助
成
を
県
内
の
８
割
の

町
で
実
施

問

子
ど
も
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

だ
。
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
は
暮
ら
し
が

厳
し
い
。
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

答

ひ
と
り
親
家
庭
は
１
９
２
世
帯
で

扶
養
者
は
２
３
７
人
と
な
っ
て
い
る
︒

来
年
１
月
か
ら
高
校
生
の
通
院
費
助
成

に
取
り
組
む
︒
学
習
支
援
も
小
学
校
は

３
年
と
６
年
︑
中
学
校
は
３
学
年
と
も

実
施
︒
新
生
児
祝
金
５
万
円
も
支
給
︒

ま
た
︑
学
校
給
食
費
助
成
は
財
政
状
況

も
考
え
今
後
検
討
す
る
︒

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
が
前

年
と
比
べ
３
割
以
上
減
っ
た
世
帯
に
対

し
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
が
で
き
る

が
、
減
免
内
容
が
知
ら
れ
て
い
な
い
上

に
申
請
書
類
が
複
雑
だ
と
の
声
が
あ

る
。
ど
ん
な
人
が
減
免
の
対
象
に
な
る

か
。

答

①
主
な
生
計
維
持
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
︑
重
篤
な

傷
病
を
負
っ
た
世
帯
②
事
業
収
入
等
が

前
年
収
入
よ
り
３
割
以
上
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
︒

問

ど
れ
く
ら
い
の
額
が
減
免
さ
れ
る

の
か
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
で
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
場
合
は
全
額

免
除
︒
主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が

前
年
と
比
べ
３
０
０
万
円
以
下
の
場
合

は
全
額
免
除
だ
が
︑
合
計
所
得
に
応
じ

て
５
段
階
の
減
免
割
合
と
な
っ
て
い

る
︒
内
容
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
広

報
き
や
ま
︑
被
保
険
者
に
文
書
で
通
知

問

国
保
税

コ
ロ
ナ
禍
で
減
免
に

答

収
入
３
割
以
上
減
見
込
が
対
象

松

石

信

男
議
員

11人が 町 政 を問う

新
基
山
保
育
園
に
遊
具
を
設
置
す
べ
き

問

旧
保
育
園
に
は
、
多
く
の
屋
外
遊

具
が
あ
っ
た
が
、
新
保
育
園
に
は
全
く

な
い
。
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
不
可

欠
な
遊
具
が
必
要
で
な
い
の
か
。

答

当
初
か
ら
整
備
計
画
は
な
か
っ

た
︒
隣
接
の
総
合
公
園
を
利
用
し
て
い

る
︒

問

総
合
公
園
ま
で
の
園
児
の
交
通
安

全
対
策
は
。

答

十
分
な
安
全
対
策
を
図
っ
て
い

る
︒

問

２
年
前
の
集
中
豪
雨
で
被
災
し
た

亀
の
甲
た
め
池
の
現
状
は
。

答

今
年
２
月
に
復
旧
工
事
が
完
了

し
︑
今
後
︑
改
良
工
事
を
実
施
す
る
︒

問

現
在
の
た
め
池
の
所
有
者
は
、
水

利
組
合
で
あ
る
が
、
水
田
の
宅
地
化
等

に
よ
り
組
合
員
の
減
少
が
進
み
、
た
め

池
管
理
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
町

へ
所
有
権
の
移
譲
は
で
き
な
い
の
か
。

答

町
へ
の
移
譲
に
つ
い
て
︑
今
後
協

議
を
行
う
︒

問

移
譲
後
の
た
め
池
の
管
理
に
つ
い

て
、
財
産
管
理
は
基
山
町
、
利
水
の
管

理
は
水
利
組
合
と
な
る
の
か
。

答

今
後
︑
移
譲
・
管
理
に
つ
い
て
︑

組
合
と
協
議
を
行
い
︑
基
本
協
定
を
締

結
し
て
い
く
︒

問

所
有
権
移
譲
に
伴
う
登
記
費
用
の

負
担
は
。

答

登
記
に
必
要
な
費
用
は
︑
基
山
町

が
負
担
す
る
︒

問

亀
の
甲
た
め
池
の
町
へ
の
移
譲
は

答
今
後
︑
所
有
権
移
譲
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く

鳥

飼

勝

美
議
員屋外遊具施設がない基山保育園

収入が３割以上減少の
世帯は減免申請を

国
保
税
前年の所得が
300万円以下の場合は

全額免除も

新型コロナの影響で



令和２年９月議会11

一般質問
QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

町
営
球
場
の
整
備
に
つ
い
て

問

野
球
場
と
し
て
本
来
整
備
さ
れ
る

べ
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
排
水
が
悪
く
、
利

用
し
に
く
い
。
ど
の
よ
う
に
現
状
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

答

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
等
は
︑
毎
日

の
指
定
管
理
者
の
点
検
に
よ
り
把
握
し

て
い
る
︒
大
規
模
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

は
︑
少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

問

町
外
か
ら
の
野
球
応
援
者
も
多
く

い
る
中
、
観
覧
席
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答

観
覧
席
は
改
善
す
る
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
︒

亀
の
甲
た
め
池
は
ど
の
よ
う
に
改
修

す
る
の
か

問

球
磨
川
流
域
の
降
雨
規
模
の
降
雨

量
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
た
め
池
の
安

全
性
は
確
保
で
き
る
の
か
。

答

ダ
ム
基
準
の
２
０
０
年
に
一
度
起

き
る
か
ど
う
か
の
確
立
雨
量
を
設
計
基

準
と
し
︑
球
磨
川
流
域
の
降
雨
規
模
よ

り
大
き
い
数
値
で
構
造
計
画
し
て
い
る

も
の
で
安
全
性
は
確
保
し
て
い
る
︒

問

今
回
の
改
修
計
画
の
概
要
は
。

答

豪
雨
等
に
よ
る
水
量
増
加
で
堤
体

に
支
障
が
な
い
よ
う
︑
洪
水
吐
を
現
在

の
高
さ
か
ら
２
ｍ
下
げ
る
目
的
で
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
︒

問

万
一
の
堤
体
の
決
壊
は
、
防
災
上

考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
場

合
の
影
響
範
囲
や
、
避
難
計
画
を
町
民

に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

そ
の
た
め
︑
町
内
の
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
準
備
中
で
あ

る
︒

問

亀
の
甲
た
め
池
の
改
修
と
防
災
計
画
は

答

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
準
備
中

桒

野

久

明
議
員

練習を行うシニアのクラブチーム

で
拡
大
し
︑
接
種
補
助
を
１
５
０
０
円

か
ら
２
０
０
０
円
に
す
る
よ
う
に
議
会

に
上
程
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
予

防
接
種
の
推
進
を
図
り
た
い
︒

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
病
化
防
止

を
徹
底
す
る
た
め
、
予
備
費
を
活
用
し

て
予
防
接
種
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

答

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
０
０
円

で
接
種
で
き
る
し
︑
０
歳
児
か
ら
高
校

生
ま
で
対
象
者
も
拡
大
し
た
︒
ワ
ク
チ

ン
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
医
療
機
関

に
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
を
お
願
い
す
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
収
束
し
な

い
中
︑
冬
季
の
対
策
と
し
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
の
拡
大
に
つ
い

て
質
問
し
た
︒

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
元
年

度
の
実
績
は
。

答

０
歳
児
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
子

ど
も
は
１
４
７
２
件
︑
補
助
額
は
１
５

０
０
円
︒
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
０

３
９
件
︑
５
０
０
円
で
接
種
で
き
る
︒

問

対
象
者
は
何
人
で
、
接
種
率
は
。

答

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
は
２

回
接
種
も
あ
る
が
︑
対
象
者
は
２
３
３

２
人
で
接
種
者
数
は
８
３
３
人
︑
接
種

率
は
35
・
７
％
︒
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
１
回
接
種
で
対
象
者
は
５
１
１
８

人
︑
接
種
者
は
３
０
３
９
人
︑
接
種
率

は
59
・
４
％
に
な
る
︒

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
全

額
補
助
に
で
き
な
い
か
。

答

今
回
︑
対
象
者
を
高
校
３
年
生
ま

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
全
額
補
助
に

答
高
校
生
ま
で
拡
大
し
︑
１
回
２
千
円
補
助

重

松

一

徳
議
員

痛いけど我慢して！
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一般質問11人が 町 政 を問う

確
認
や
子
育
て
支
援
や
地
域
の
情
報
が

見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
予
防
接
種
や
健
診

日
を
自
動
で
受
信
で
き
る
︒

森
林
経
営
管
理
制
度
と
、
森
林
環
境

譲
与
税
お
よ
び
森
林
環
境
税
の
使
途

に
つ
い
て

問

森
林
経
営
管
理
制
度
の
目
的
と
概

要
を
示
せ
。

答

国
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

て
︑
林
業
経
営
の
効
率
化
と
森
林
の
適

正
な
管
理
が
目
的
︒
森
林
所
有
者
が
町

へ
経
営
管
理
を
委
託
し
て
︑
町
は
林
業

経
営
者
に
再
委
託
を
行
う
︒

問

制
度
対
象
に
な
る
森
林
面
積
は
。

答

町
内
の
私
有
林
８
３
６
ｈ
ａ
︒

問

森
林
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
は
。

答

町
へ
委
託
を
望
む
方
が
約
７
割

で
︑
売
却
を
希
望
す
る
方
等
も
い
る
︒

電
子
母
子
手
帳
の
導
入
で
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を

問

従
来
の
母
子
手
帳
と
併
せ
て
、
多

く
の
自
治
体
で
導
入
を
は
じ
め
た
電
子

母
子
手
帳
。
ア
プ
リ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
特
筆

す
る
な
ら
何
を
あ
げ
る
か
。

答

予
防
接
種
の
漏
れ
を
な
く
し
た
い
︒

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
は
接
種
期
間
が
決

ま
っ
て
お
り
︑
期
間
が
過
ぎ
る
と
無
料

の
接
種
費
用
が
有
料
と
な
る
︒

問

電
子
母
子
手
帳
を
利
用
す
る
こ
と

の
保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
入

れ
る
と
︑
い
つ
で
も
記
録
し
た
情
報
の

問

電
子
母
子
手
帳
の
導
入
で
子
育
て
支
援
を

答

効
果
が
期
待
で
き
︑
導
入
を
考
え
た
い

大
久
保

由
美
子
議
員

アプリで予防接種管理

答

教
育
委
員
会
や
校
長
・
教
頭
研
修

会
︑
通
学
区
域
審
議
会
と
の
協
議
の
結

果
︑
見
直
し
は
行
わ
な
い
︒
若
基
小
学

校
を
町
内
全
域
か
ら
入
学
・
転
入
で
き

る
小
規
模
特
認
校
に
指
定
し
対
応
す
る

予
定
︒

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催
は
妥
当
か

問

国
や
自
治
体
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
事
が
中
止
さ
れ
て

い
る
。
12
月
13
日
の
町
主
催
﹁
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
﹂
は
、
開
催
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
行
い
︑

縮
小
し
て
開
催
し
た
い
︒

人
口
減
少
地
域
に
補
助
の
加
算
を

問

最
大
50
万
円
の
子
育
て
・
若
者
世

帯
住
宅
取
得
補
助
金
制
度
の
実
績
は
。

答

４
年
間
で
合
計
２
２
０
件
の
申
請

が
あ
っ
た
︒
そ
の
う
ち
１
２
０
件
が
町

外
か
ら
の
移
住
者
で
計
３
９
９
人
︒
町

内
在
住
の
住
宅
取
得
が
１
０
０
件
で
定

住
者
計
３
９
４
人
︒
合
算
で
７
９
３
人

の
方
の
移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
っ

た
︒

問

中
山
間
地
な
ど
、
人
口
減
少
地
域

の
新
築
ま
た
は
建
て
替
え
に
、
追
加
支

援
補
助
金
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

例
え
ば
若
基
小
校
区
に
住
宅
を
取

得
す
る
場
合
な
ど
と
併
せ
て
︑
今
後
も

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

問

現
在
の
宅
地
開
発
地
域
の
ほ
と
ん

ど
が
基
山
小
校
区
で
あ
る
。
若
基
小
の

児
童
数
減
に
よ
る
教
育
格
差
が
心
配
さ

れ
る
中
、
校
区
の
見
直
し
は
必
要
な
い

の
か
。

問

住
宅
取
得
補
助
金
制
度
の
実
績
は

答
４
年
間
で
移
住
・
定
住
者
合
計
７
９
３
人

松

石

健

児
議
員

来年10月竣工予定の民間分譲マンション
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区 分 件 名 内容（概略） 結 果

意
見
書

新型コロナの影響に伴う

財政悪化に対し地方財政

の確保を求める意見書

新型コロナ感染拡大により甚大な経済的・社会的影響を

受け、地方財政は急激に悪化している。

国において、地方の安定的な財政運営ができるように５

項目にわたって要望した。

採択

(全員賛成）

PCR検査等の拡充を求め

る意見書

PCR検査のために、検査機器の増設や関係資材の供給、

運営費への支援の拡充および医療機関従事者への支援

の充実を要望した。

採択

(全員賛成）

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。意見書等の結果

問

６
区
の
白
坂
集
落
か
ら
け
や
き
台

駅
に
抜
け
る
町
道
南
長
浦
３
号
線
沿
い

に
住
宅
が
数
軒
あ
る
。
大
雨
時
に
は
冠

水
し
て
い
る
が
、
排
水
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

答

け
や
き
台
団
地
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
集
水
管
︵
口
径
１
ｍ
︶
へ
接
続
さ
れ

て
い
る
道
路
側
溝
暗
渠
管
の
位
置
が
悪

く
︑
大
雨
時
に
逆
流
し
開
発
区
域
外
に

流
出
し
て
い
た
︒
道
路
側
溝
を
新
設

し
︑
集
水
管
上
部
に
接
続
す
る
こ
と
で

大
雨
時
に
対
応
で
き
る
構
造
に
変
更

し
︑
今
後
の
経
過
を
注
視
し
て
い
く
︒

天

本

勉
議
員

問

基
本
計
画
の
見
直
し
は

答

町
民
満
足
度
調
査
を
踏
ま
え
検
討
す
る

早急に浸水対策が必要

令和２年 第４回基山町議会定例会 会期の予定

12月１日（火）〜11日（金）

一般質問 12月２日（水）〜４日（金）

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

問

今
年
度
は
、
第
五
次
基
山
町
総
合

計
画
の
中
間
年
次
で
あ
る
。
佐
賀
県
の

ほ
と
ん
ど
の
町
が
基
本
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

今
回
実
施
さ
れ
た
﹁
町
民
満
足
度
調

査
結
果
﹂
の
検
証
を
踏
ま
え
、
基
本
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
職
員

一
人
ひ
と
り
が
担
当
業
務
の
﹁
課
題
や

問
題
点
﹂
を
見
つ
め
、
町
民
の
た
め
、

ま
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
、
思
い
を
描
く
良
い
機
会
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
整
理

し
、
今
後
新
た
に
想
定
さ
れ
る
事
業
も

踏
ま
え
て
、
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
。

答

今
回
実
施
の
町
民
満
足
度
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
中
間
検
証
に
お
い
て
︑

基
本
計
画
を
見
直
す
場
合
︑
総
合
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
案
を
作

成
し
た
後
︑
総
合
計
画
幹
事
会
で
原
案

を
作
成
し
︑
庁
議
に
諮
っ
た
の
ち
基
山

町
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
を
行
い
︑

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
た
最
終

案
を
町
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
に
な
る
︒
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生活支援特別給付金の拡充を！

町民会館小ホール避難所の段ボールの間仕切り

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
の
支
援

対
策
に
関
し
︑
令
和
２
年
６
月
19

日
付
で
議
会
か
ら
提
言
し
た
13
項

目
の
内
容
へ
︑
７
月
に
町
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
︒
上
記
は
そ
の
一
部

を
抜
粋
し
た
も
の
︒

回
答
の
う
ち
︑
現
在
で
は
既
に

給
付
な
ど
の
対
応
策
と
し
て
実
行

に
移
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
︒

感
染
拡
大
は
収
束
に
向
か
っ
て

い
く
気
配
も
あ
る
が
︑
町
民
の
生

活
お
よ
び
健
康
の
維
持
・
向
上
︑

経
済
回
復
等
に
向
け
て
議
会
も
注

視
し
︑
必
要
が
あ
れ
ば
さ
ら
な
る

提
言
も
検
討
し
て
い
く
構
え
だ
︒

提 生活保護世帯、町民税非課税世帯、就

学援助受給者世帯、ひとり親世帯、独居高

齢者に給付金の給付または買い物商品券を

配布すること。

答 提言のあった世帯に加え、重度心身障

害者などの世帯に生活支援特別給付金（仮

称）を給付する。そのための絞り込み作業

を行っている。

提 令和２年４月28日から令和３年４月１

日までに出生した子どもにも定額給付金10

万円を給付すること。

答 対象の子どもへの一律10万円の給付に

ついては、新生児がいる世帯を生活支援特

別給付金（仮称）の給付対象世帯として、金

額を含め検討する。

提 高齢者や免許証返納者等へ、タクシー

チケットの配布・拡充を行うこと。

答 現在、免許証返納者に対する支援策と

して、タクシー助成券の補助やコミュニ

ティバス運賃の割引を行っている。令和２

年10月１日から免許証返納者は、コミュニ

ティバスに無料で乗車できるようにする。

提 令和２年度における各小中学校および

基山保育園の給食費を無償化すること。

答 子育て支援に伴う各種無償化の推進

は、取り組むべき課題に優先順位を付け実

施してきている。無償化は、単年度の取り

組みでは可能と考えるが、次年度以降を考

えると実施すべきではないと考える。

提 避難所および防災倉庫（備蓄等）の整

備・拡充を図り、早急に新型コロナウイル

ス感染防止対策を盛り込んだ避難計画を策

定すること。

答 災害用備蓄品を一括して管理できるよ

うに、防災倉庫の建設を行う。また、避難

所を効率的に運営できるように、職員用の

手引書を作成した。

提 売上が20％以上50％未満減少した町内

に店舗または事業所を有する個人事業主、

中小企業、農業従事者への緊急支援金を給

付すること。

答 基山町中小企業者事業者継続緊急支援

金については、制度を活用してもらうため

に予算を追加する予定。今後とも多くの方

に活用してもらいたい。

議会提言を町は一部実行へ
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歳 入 歳 出 差 引 額

国 民 健 康 保 険 20億2958万円 19億6168万円 6790万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億5094万円 ２億5063万円 31万円

令和元年度 特別会計決算・下水道事業会計決算

●町民一人当たりのお金（一般会計） 52万5185円
人口17,365人で計算（令和2年3月31日現在）

令和元年度一般会計決算・実質収支

歳入総額94億3500万円・歳出総額91億2000万円

歳入・歳出差引額（形式収支額）は、3億1500万円の黒字で、翌年度に繰り越すべき財源（繰越

明許費等）2億600万円を差し引いた実質収支額は、1億900万円となった。

また、町債残高64億4200万円、基金残高23億700万円となり、自主財源構成比は、54.3％（前

年度58.7％）となった。

収 益 費 用 純 利 益

下 水 道 事 業 会 計 ３億9482万円 ３億6019万円 3463万円

民 生 費

17万3826円

児童､高齢者､障がい

者の福祉の推進等

公 債 費

3万2068円

これまでの施設整備

等で借りたお金の返

済分と支払利子の合

計

総 務 費

13万9123円

総務管理､財産管理、

地域振興､税務事務

等

衛 生 費

3万5501円

ゴミ、し尿の処理や

健康増進事業等

土 木 費

4万5474円

道路､公園､公営住宅

の整備等

教 育 費

4万28円

学校の管理運営や施

設整備、生涯学習の

推進等

災害復旧費

2万4150円

自然災害等で破損し

た道路や河川、公園

などの「公共土木施

設」の復旧等

議 会 費

5854円

議員報酬や議会運営

等

農林商工費

1万1465円

農業、林業、商工、畜

産業等の振興

そ の 他

1万7696円

消防費、その他の支

出
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下水道事業 財政面に十分注意して計画を着実に進めよ

下水道事業会計

問 下水道基金と下水道減債基金が減少して

いる。今後、基金が枯渇する状況になっ

た時、下水道事業全体にどのような影響

を及ぼすのか。

答 剰余金の利益を積み立てて使用していき、

経営安定を図る。また、令和７年度末ま

でに最終処理場である宝満川流域下水道

処理施設へ流す計画で工事を進めていく。

接続が終われば区域の拡大ができるので、

企業や周辺地域からの排水も受け入れら

れ下水道使用料の収入に大きく繫がる。

計画的な収入予測により、安定を図って

いく。今後も財政面には十分注意して計

画を着実に進めていく。

国民健康保険特別会計

問 令和元年度に国民健康保険税の見直しが

検討され、今年度に引き上げが行われた。

保険給付費は新型コロナウイルス感染症

の影響で下がる可能性があると言われて

いるが、来年度の国民健康保険税の改正

はどうなるのか。

答 佐賀県が令和９年度に保険税を一本化す

ることから、２年度遅れの標準保険税率

に合わせて引き上げなければならない。

ただし、今後の国保財政の推移を見守り、

据え置くことも視野に入れ努力していく。

基 金

問 財政調整基金や減債基金の残高が県内市

町と比べると大変少なく危機感を抱く。

今後５年間でどういう計画で積み立てて

いくのか。

答 積立金を毎年計画的に予算計上するのは

厳しいが、可能であれば積み立てていく。

また、地方債と基金との組み合わせをバ

ランスよく図り、財政資料を作るなどし

て町民の理解を得られるよう努力する。

基山保育園等建設工事 他

問 基山っ子みらい館において、子育て世代

への就労支援に向けた相談業務など、目

的に沿った事業を進めているのか。

答 求人情報の掲示はしているが、今後相談

受付ができる体制をつくり、基山町役場

にある無料職業紹介所と連携をしていき

たい。

問 建設計画当初から基山っ子みらい館と役

場の往来は、道路の横断歩道がないとこ

ろを渡っているため危険であり、横断歩

道の設置を提言したが、その後何か安全

対策を考えているのか。

答 対策は特段行っていないので、まずは職

員に南側にある横断歩道を渡るように徹

底し、利用者に注意喚起を促す。

決 算 特 別 委 員 会 審 査（令和元年度決算）

基山保育園を包括する基山っ子みらい館

町議会では、毎年９月の定例会において
決算特別委員会を設置し、昨年度の決算を
審査している。
今回の決算に関して、町税やふるさと応
援寄附金の歳入は伸びたものの、基山保育
園等の建設や、災害復旧費、道路整備費など
大きな支出も多かった。
町執行部に対して、委員会の審査や質疑
を真摯に受け止め、今後の予算編成に生か
し、町民福祉の向上および財政の健全化に
努めるよう求めた。
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代
表
監
査
委
員

太
田

博
史

監
査
委
員

天
本

勉

町
の
財
政
運
営
状
況

令
和
元
年
度
一
般
会
計
収
支
は
歳
入
94
億
３
５
０
０

万
円
︑
歳
出
91
億
２
０
０
０
万
円
で
︑
形
式
収
支
は
３

億
１
５
０
０
万
円
の
黒
字
︑
こ
れ
か
ら
翌
年
度
に
繰
越

し
た
財
源
２
億
６
０
０
万
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
で

１
億
９
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

こ
れ
に
町
債
残
高
の
増
額
分
３
億
１
０
０
０
万
円
を
差

引
く
と
︑
１
億
２
０
０
０
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
る
︒

災
害
復
旧
事
業
費
︵
４
億
１
５
６
０
万
円
︶
に
加
え
︑

基
山
っ
子
み
ら
い
館
建
設
工
事
︑
基
山
中
学
校
校
舎
大

規
模
改
造
工
事
︑
総
合
公
園
施
設
長
寿
命
化
工
事
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
の
増
加
が
要
因
で
あ
る
が
︑
今
後
の

財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
︑
全
職
員
が
各
種
財
源
︑
歳

入
の
確
保
に
努
め
︑
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
︒

特
別
会
計
の
収
支
状
況

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
は
︑
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
あ
り
黒
字
を
確

保
し
て
い
る
が
︑
国
民
健
康
保
険
は
保
険
税
収
入
︵
３

億
７
９
６
０
万
円
︶
よ
り
約
10
億
円
多
い
保
険
給
付
費

︵
13
億
６
９
８
０
万
円
︶
を
負
担
し
て
い
る
︒

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
︑
保
険
税
の
収
入
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
健
康
の
保
持
・
増
進
を
推
進
し
︑

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
努
め
る
こ
と
︒

基
金
積
立
金
の
状
況

令
和
元
年
度
末
の
基
金
積
立
残
額
は
23
億
７
０
０
万

円
で
︑
昨
年
度
末
よ
り
１
億
６
７
０
０
万
円
減
少
し
て

い
る
︒
特
に
︑
使
途
の
自
由
度
が
高
い
財
政
調
整
基
金

は
４
億
３
８
０
０
万
円
で
昨
年
度
よ
り
６
７
０
０
万
円

減
と
な
っ
て
い
る
︒
災
害
発
生
等
に
備
え
︑
財
政
調
整

基
金
の
増
額
を
す
べ
き
と
考
え
る
︒

町
債
残
高
と
償
還
金
利
子

令
和
元
年
度
末
の
町
債
残
高
は
64
億
４
２
０
０
万

円
︑
償
還
金
利
子
は
４
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

普
通
建
設
事
業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
の
投
資
的
経
費

に
22
億
３
０
０
万
円
の
支
出
︒
今
年
度
は
︑
昨
年
度
よ

り
３
億
１
０
０
０
万
円
増
加
し
て
い
る
︒
今
後
も
︑
将

来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
︑
こ
れ
ま

で
の
町
債
残
高
縮
減
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
︒

財
源
確
保

令
和
元
年
度
の
町
税
収
入
は
24
億
２
３
０
０
万
円

で
︑
昨
年
度
よ
り
６
０
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
︒

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
︑
引
き
続

き
税
源
涵
養
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
の
推
進
︑
地
場
産

業
の
育
成
・
支
援
な
ど
の
施
策
に
努
め
る
と
と
も
に
歳

入
の
確
保
に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
︒

決

算

審

査

意

見

書

◆過去５年間の基金積立金残高の推移

◆過去５年間の町債残高の推移
区分

年度
借入額

元 利 償 還 額
年度末残高

元 金 利 子 計

平成27年度 851 559 77 636 6,207

平成28年度 414 647 67 714 5,974

平成29年度 770 527 56 583 6,217

平成30年度 421 505 48 553 6,133

令和元年度 824 515 42 557 6,442

区分
年度

財政調整基金
現在高

減債基金
現在高

その他の基金
現在高

合 計

平成27年度 601 121 1,796 2,518

平成28年度 562 66 2,049 2,677

平成29年度 590 39 2,242 2,871

平成30年度 505 14 2,644 3,163

令和元年度 438 1 2,560 2,999

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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委

員

長

松
石

健
児

副
委
員
長

大
山

勝
代

委

員

重
松

一
徳

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員末
次

明

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

今年は形式を変えて実施します

内 容： 議会報告の資料とともに、毎日

３人の議員が議長室で、皆さまの

ご意見にお答えいたします。

時間内でしたら、お好きなお時

間にお越しください。（マスクの

着用・消毒など、感染症対策にご

協力ください）

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

台
風
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

今
の
日
本
は
、
ま
る
で
亜
熱
帯
を
疑
う

異
常
気
象
、
暑
い
日
が
あ
れ
だ
け
続
い
た

か
と
思
う
と
、
続
け
ざ
ま
に
台
風
９
号
と

10
号
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
な
い
し
、
ど
う

な
っ
て
る
の
今
の
時
代
、
な
ど
と
思
い
な

が
ら
も
、
毎
週
通
う
﹁
け
や
き
台
朝
市
﹂
。

も
う
、
マ
ス
ク
が
当
た
り
前
の
毎
日
、

か
つ
て
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
新
し
い

生
活
様
式
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
再
び

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
マ
ス
ク

着
用
の
表
紙
を
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
日
が

近
々
に
来
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。

(
中
村
絵
理
)

生産者の愛情いっぱい
甘いスイカ

基山町議会では、これまで７回にわたり町民

の皆さまと、町の問題や課題などについて、さ

まざまな視点から意見交換を行ってまいりま

した。今年は新型コロナウイルス感染症の影

響もあり、感染予防策を講じ、形式を変更して

開催する運びとなりました。

どんなご意見でもかまいません。多くの皆

さまのご訪問をお待ちしております。

第８回 町議会と語ろう会 開催のお知らせ

日別担当議員

11月16日㈪

品 川 義 則

重 松 一 徳

松 石 健 児

11月17日㈫

大久保 由美子

松 石 信 男

河 野 保 久

11月18日㈬

鳥 飼 勝 美

桒 野 久 明

中 村 絵 理

11月19日㈭

大 山 勝 代

末 次 明

天 本 勉

日 時：11月16日㈪〜19日㈭ 午後５時〜午後７時

場 所：基山町役場４階 議長室


